
　
　
　
　
　
　
　

　
9
カ
国
と
国
境
を
接
し
、日
本
の
約

７
倍
、ア
フ
リ
カ
最
大
の
国
土
を
持
つ

ス
ー
ダ
ン
。２
０
１
１
年
１
月
、
世
界

が
注
目
す
る
中
で
、こ
の
国
の
未
来
を

左
右
す
る
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
。

「
南
部
ス
ー
ダ
ン
独
立
」。賛
成
が
過
半

数
を
超
え
れ
ば
、今
年
７
月
に
は
ア
フ

リ
カ
54
番
目
の
新
国
家
が
誕
生
す
る
。

　
こ
の
選
挙
の
発
端
は
、１
９
８
０
年

代
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い

た
南
北
対
立
に
あ
る
。56
年
に
イ
ギ
リ

ス
か
ら
独
立
し
て
以
降
、断
続
的
に
続

い
て
き
た
南
北
間
の
対
立
は
72
年
に

一
時
停
戦
。し
か
し
そ
の
10
年
後
、
中

央
政
府
の
イ
ス
ラ
ム
化
政
策
を
め
ぐ

り
、
南
部
の
ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
軍

（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）が
激
し
く
抵
抗
。南
部
地

域
は
壊
滅
状
態
に
陥
り
、
死
者
は

2
0
0
万
人
、難
民
・
国
内
避
難
民
は

4
0
0
万
人
に
上
っ
た
。

　
国
際
社
会
の
仲
裁
に
よ
り
包
括
和

平
協
定（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）が
結
ば
れ
、長
年
の

戦
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
は
05

年
、
わ
ず
か
６
年
前
の
こ
と
。国
内
外

に
逃
れ
て
い
た
難
民
・
国
内
避
難
民

も
、
故
郷
に
戻
り
始
め
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
Ｃ
Ｐ
Ａ
を
受
け
て
、内
戦
激
化
に
よ

り
93
年
か
ら
停
止
し
て
い
た
協
力
を

再
開
。06
年
に
は
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
、

そ
の
後
南
部
ス
ー
ダ
ン
の
ジ
ュ
バ
に

オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、国
際
社
会
の
中
で

も
い
ち
早
く
現
場
に
入
っ
た
。

　「
ジ
ュ
バ
市
内
は
道
も
舗
装
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
大
き
な
建
物
も
な
い
。

最
初
は
、事
務
所
も
住
居
も
テ
ン
ト
で

し
た
」と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス
ー
ダ
ン
駐
在
員

事
務
所
の
宍
戸
健
一
所
長
は
話
す
。当

時
は
度
重
な
る
交
戦
と
攻
撃
の
舞
台

と
な
り
、南
部
ス
ー
ダ
ン
の
基
礎
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
な
か
っ
た
。

新
し
い
政
府
が
な
か
な
か
機
能
し
な

い
中
で
の
活
動
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
紛
争
被
災
民
・

社
会
再
統
合
支
援
」
と
「
基
礎
生
活
向

上
支
援
」
を
2
本
柱
と
し
て
位
置
付

け
、職
業
訓
練
、保
健
、理
数
科
教
育
、

給
水
、
道
路
整
備
、
河
川
港
建
設
な
ど

南
北
の
紛
争
が
残
し
た

負
の
遺
産

の
支
援
を
進
め
て
い
っ
た
。ま
た
そ
の

過
程
に
お
い
て
、国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
と
は
帰
還

民
の
教
育
支
援
で
、
国
連
開
発
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
と
は
元
兵
士
の
職
業
訓

練
の
分
野
で
連
携
し
て
き
た
。

　
09
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
農
村
部
の

生
計
向
上
を
支
援
す
べ
く「
ジ
ュ
バ
近

郊
の
平
和
の
定
着
に
向
け
た
生
計
向

上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
。元
来
、
住
民
の
約
９
割
が
農
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
の
地
域
。し
か
し
、

南
部
ス
ー
ダ
ン
で
は
内
戦
中
に
農
業

が
放
棄
さ
れ
、
現
在
、
食
料
は
近
隣
諸

国
か
ら
の
輸
入
と
国
際
機
関
か
ら
の

支
援
に
頼
っ
て
い
る
状
況
だ
。農
業
に

必
要
な
農
機
具
も
技
術
も
な
く
、農
民

の
約
６
割
が
１
日
１
食
の
生
活
を
送

っ
て
い
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、南

部
ス
ー
ダ
ン
政
府
の
協
働
組
合
・
農

村
開
発
省
と
協
力
し
、農
村
開
発
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
開
発
官
や
農
業
普
及
員
の
能
力
強

化
に
着
手
。南
部
の
首
都
機
能
が
置
か

れ
た
ジ
ュ
バ
近
郊
の
農
村
開
発
、彼
ら

を
通
じ
た
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
開
発
支
援
を
開
始
し
た
。モ
デ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
選
定
で
は
、
帰
還

民
・
国
内
避
難
民
も
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
配
慮
し
た
こ
と
か
ら
、農
民

グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
帰
還
民
が
全
体

の
90
％
以
上
を
占
め
る
と
こ
ろ
も
出

て
き
た
。

　
し
か
し
、「
最
初
は
ど
の
村
に
行
っ

て
も
、
住
民
か
ら
出
て
く
る
の
は『
話

し
合
い
は
い
ら
な
い
。何
を
く
れ
る
ん

だ
』
と
い
う
言
葉
ば
か
り
。紛
争
で
モ

ノ
を
奪
わ
れ
、抵
抗
し
て
殺
さ
れ
た
家

族
や
仲
間
を
見
て
き
た
彼
ら
を
奮
起

さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
務
め
る
、
山
本
幸
生
・Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家（
シ
ス
テ
ム
科
学
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
株
式
会
社
）は
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
根
幹
は

〝
グ
ル
ー
プ
活
動
〞。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
官
と
村
人
が
定

期
的
に
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、彼
ら

自
身
で
考
え
、村
ぐ
る
み
で
行
動
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
た
。ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
開
発
官
が
中
心
と
な
り
、村
人

た
ち
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
組
織
化
。各

村
に
モ
デ
ル
農
場
を
設
置
し
、畑
を
耕

し
、
種
を
ま
き
…
と
、
一
つ
一
つ
の
作

業
を
協
働
で
行
っ
て
い
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、内
戦
中
は
農
業
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。技
術
も
経
験
も
な
い
彼
ら

に
と
っ
て
、
最
初
は
失
敗
も
多
か
っ

た
。し
か
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

２
年
が
過
ぎ
た
今
、各
地
の
モ
デ
ル
農

場
で
、青
々
と
し
た
野
菜
を
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。内
戦
に
よ
る
傷
を
負

っ
た
村
人
た
ち
に
も
、少
し
ず
つ
変
化

が
見
え
始
め
て
い
る
。「
あ
る
畑
の
状

況
を
調
査
し
て
い
る
時
、そ
の
家
の
人

が
休
憩
中
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ご
ち

そ
う
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。『
こ
れ
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
作
っ
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
だ
。こ
の
村
の
た
め
に
あ
り
が

と
う
』と
。現
場
の
人
間
に
と
っ
て
、こ

れ
以
上
の
感
動
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
山

本
さ
ん
。「
村
人
た
ち
が
自
信
を
持
っ

て
成
功
を
外
に
伝
え
、他
の
村
の
や
る

気
を
喚
起
し
て
い
く
。そ
う
い
っ
た
良

い
連
鎖
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
」と

強
調
す
る
。

　
自
分
た
ち
の
力
で
村
は
変
わ
る
―
。

南
部
ス
ー
ダ
ン
で
は
、村
人
た
ち
自
身

の
手
に
よ
り
、確
実
に
復
興
へ
の
道
が

切
り
開
か
れ
て
い
る
。

農
民
の
自
主
性
を
生
か
し
た

活
動
を
推
進

青空の下、キャベツやオクラ、落花生などたくさんの野菜が実った。農民たちの努力のたまものだ

20年以上にわたる内戦を経て、
平和の定着に向けて歩み出した南部スーダン。

ＪＩＣＡは近隣諸国から帰還した難民・国内避難民を含む
すべての人々に平和の恩恵が行き渡るよう、

復興支援の一環として農村開発に取り組んでいる。

農業を通じて新しい国づくりを

特集　日本の難民支援
知ってほしい、私たちのこと。

ス ー ダ ン

from SUDAN

スーダン
ハルツーム

ジュバ

幹
は

、
コ

が
定

彼
ら

す
る

と
が

ュ
ニ

村
人

化
。各

を
耕

の
作

こ
ろ

彼
ら

か
っ

か
ら

ル
農

す
る

を
負

変
化

の
状

の
人

の
手
に
よ
り
、確
実
に
復
興
へ
の
道
が

切
り
開
か
れ
て
い
る
。

　情勢不安により、世界有
数の難民発生国であるソマ

リア。その数は、67

万8,300人（2009年UN
HCR発表）にも及ぶ。同国

国境まで約90キロ、

1991年にUNHCRが3つ
の難民キャンプを設置した

ケニア東部のダダブ

地区には、現在、約30万人
のソマリア難民が暮らして

いる。難民は年々増

える一方。その数はすでに
収容可能な人数の3倍以

上に及んでおり、コレ

ラなどの感染症の拡大、生
活インフラの不足など、地

区内の生活・衛生環

境は悪化している。さらに
、難民を受け入れる地元

住民やホストコミュニ

ティーとの間でも、水や薪
炭材などの取り合いが頻

繁に発生しており、同

地区の遊牧民の生活基盤
である天然資源が枯渇しつ

つある状況だ。

　これを受けＪＩＣＡは、ホス
トコミュニティーの負担軽

減に向けた支援を見

据えて調査を実施。その結
果を踏まえ、特に住民から

のニーズが高かった

給水分野の支援を行うこと
を決定した。今年5月から、

ケニア水灌漑省など

と協働で水脈の調査を行
い、井戸の設置、給水施設

の建設、水利組合へ

の研修などを行っていく予
定。コミュニティー全体の

生活改善を図ること

で、地元住民と難民の間の
あつれきを未然に防ぎ、共

存を推進することで、

地域全体が安定するという
波及効果も期待される。

難民と地元住民の共存を

農民と一緒に収穫量を調査する
原田淳之輔JICA専門家　　　
　　　　　　　

ダダブ地区の難民キャンプ
には、住みかや食料、医療

などを求めて大勢

のソマリア難民が押し寄せ
る ©UNHCR/E.Hocks

tein

from Kenya

懸命に農作業に取り組む農民たち。彼らがほかの農民に
技術移転を行っていくことが期待されている
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